
寄付金活用事業（制度概要①）

諸外国においては、すでに寄付金付きの図
柄入りナンバープレートが使用されている例が
あり、日本においても、ナンバープレートの多
角的な活用を図る観点から、ラグビー・オリパ
ラの開催支援や、地域振興・観光振興等に活用
するため、図柄入りナンバープレートの導入と
同時（平成29年）に創設

○ 寄付金制度の創設経緯

○ 寄付金の使途

ナンバープレートの種類によって寄付金の使途は異なり、地方版図柄入りナンバープレー
トについては、対象地域の交通サービス改善（利便性向上等）、観光振興、交通事故防止等
に資する取組みを使途としている。



寄付金活用事業（制度概要②）

○ 寄付金の助成対象事業一覧



寄付金活用事業（制度概要③）

○ 地方版図柄入りナンバーの寄付金活用事例

資料２



寄付金活用事業（制度概要④）

○ 寄付金活用フロー

・寄付金は、繰越可能。

各年度に事業を行う場合は、７月には協議会で実施事業を決定する必要あり！



寄付金活用事業（本協議会の現状について①）
○ 前回会議決定事項

決定事項 現状

普及目標
５年間で全国１位となる普及率７％（交付開始から１年間で３％、以後毎年１％増）
※対象台数313,180台(R5.3.31時点)
※１％…3,132台 ３％…9,395台 ７％…21,923台

約0.63％
（R6.11.30時点）

寄付金活用事
業の方向性

・交通安全に資する事業（交通安全の啓発、防犯カメラの設置、交通安全施設の設置など)
・観光プロモーションに資する事業（岡崎市・幸田町のツアー造成やコンテンツ配信の充実）
・各自治体の拠点整備に資する事業（高齢者や障がい者が利用しやすい観光地への設備投資）

助成金予算額 2,000万円（５年間）
37.6万円

（R６年度助成金額）

＜参考：令和６年度寄付金額の算定方法及び今後の寄付金額予測＞

算定方法①全国の寄付実績（令和５年度） 79,808,700円・・・（Ａ）

②地域の寄付実績（令和５年度） 627,800円・・・（Ｂ）
③寄付金比率（Ｂ）/（Ａ） 0.7866％・・・（Ｃ）
④全国の助成予算総額 47,885,000円・・・（Ｄ）
⑤地域の助成予算額 376,000円・・・（Ｅ）＝（Ｄ）×（Ｃ）

（万円）

R６年度 R７年度 R8年度 R９年度 R10年度 ・ R23年度 ・ R42年度 ・ R79年度

各年度
寄付額

37.6 27.0 27.0 27.0 27.0 ・ 27.0 ・ 27.0 ・ 27.0

合計 37.6 64.6 91.6 118.6 145.6 ・ 496.6 ・ 1,009.6 ・ 2,008.6

今後の予測（算定条件①：（A）及び（D）は一定、算定条件②：（B）及び（C）は令和６年度予測が一定として算定）



寄付金活用事業（本協議会の現状について②）

○ 課題

課題①：寄付金活用事業の方向性が決まっているが、活用事業の順位付けの決定及び「具体的
な使途」や「対象事業者の選定」までは決定していない。

課題②：前回会議にて決定した寄付金予算額の2,000万円が非現実的な数字になっている。
（実際は５年間で約150万円程度)

課題①
今回会議：各方向性の寄付金活用事業案を考慮し、活用事業の順位付けを行う。
次回会議：寄付金活用事業を行う場合、「具体的な使途」及び「対象事業者の選定」を行う。

課題②
今回会議：各寄付金活用事業を考慮しつつ、優先順位が高い事業を行う際の必要額に是正する。

○ 課題解決に向けて



寄付金活用事業（事業案）

交通安全
に資する事業

観光プロモーション
に資する事業

各自治体の拠点整備
に資する事業

想定事業
小学校新入学生反射材

着用促進事業
①ツアー造成

②デジタルサイネージ周知
観光施設の維持・保全

想定予算額 約40万円
①約50万円/ツアー

②約120万円/個（屋外版）
未定

備考

・新１年生3,900人（岡崎
3,400人＋幸田500人）に
図柄入りナンバー柄の反射
材を配布し、着用すること
で、事故防止を図るととも
に、交通安全意識の醸成を
図る。

・比較的安価に両自治体へ
事業効果あり。

・１つの自治体に対して事業
効果がある形になるため、隔
年で自治体ごとに事業を実施
することが予想される。

・ポスター製作などであれば、
比較的安価に両自治体に事業
効果を生むことが可能になる。

・観光施設の規模によって、
予算額が大きく異なってく
る。また、他の事業に比べ
て、予算額が大きくなるこ
とが予想される。

・岡崎市、幸田町にとって
維持・保全したい観光施設
が異なるため、予算の分配
に苦慮すること又は１自治
体ごとに事業を実施するこ
とが予想される。



寄付金活用事業（事務局案）
課題①：各方向性の寄付金活用事業案を考慮し、活用事業の順位付けを行う。

順位 事業名 予算規模 効果対象

１ 交通安全に資する事業 小 両自治体/単年

２ 観光プロモーションに資する事業 ⼩〜中 １自治体/隔年

３ 各自治体の拠点整備に資する事業 ⼩〜⼤ １自治体/隔年

⇒寄付金を活用した事業を行うことで、図柄入りナンバープレートの寄付者のみならず、
寄付者以外の方にも周知に繋がるため、予算規模が小さく、効果対象が大きい事業か
ら実施することを提案する。

課題②：前回会議にて決定した寄付金予算額の2,000万円が非現実的な数字になっている。

⇒寄付金を活用した事業が実施可能になる予算額で十分であるため、⑴毎年20万円ほど
の寄付額である、⑵予算額が少なく、効果が低い事業を毎年行う必要はない、という
２点を考慮し、寄付金予算額40万円を提案する。

○ 事業実施に向けて

毎年６月又は７月に会議を開催し、６月に通知される予算額を参考に事業実施の有無及び事業
内容を協議していく。


